
　昨年７月１日にオープン。稲武町の建設業「杉田組」が特定法人貸付
事業として、遊休農地活用と地域活性化のために開設しました。今年も
７～８月に開園。農園0.7haの敷地に14品種約1,200本のブルーベリーが
栽培され、時期をずらして品種の異なる実が食べられるようになってい
ます。農園にはオープンカフェも設置され、ブルーベリーのシャーベット
を賞味したり、ジャムを手土産に購入したりする
こともできます。
　視察に訪れた農業委員に説明するのは、専門
的な栽培に取り組む橋本さん（写真中央。３頁
にインタビュー掲載）。土壌改良や肥培管理等、
高品質な果実を生産するにはかなりの苦労があ
るとのことでした。  （文・写真／横粂鈞委員）
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■「
農
事
組
合
法
人
逢
妻
」（
以
下
、「
逢

妻
」）
は
、
豊
田
市
の
中
心
市
街
地
で

あ
る
豊
田
地
区
を
基
盤
と
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。
設
立
は
平
成
十
年
で
す
が
、

毎
年
着
実
に
経
営
規
模
を
拡
充
し
て
い

ま
す
。
逢
妻
に
、
農
業
へ
の
夢
と
期
待

を
求
め
て
転
職
し
た
鈴
木
喜
一
郎
さ
ん

（
四
十
七
歳
）
が
い
ま
す
。
元
は
、
あ

い
ち
豊
田
農
協
の
豊
田
営
農
セ
ン
タ
ー

長
で
あ
り
、
三
年
前
に
こ
の
め
ぐ
ま
れ

た
職
か
ら
思
い
切
っ
て
こ
の
道
に
飛
び

込
み
、
農
業
の
プ
ロ
と
し
て
生
き
る
大

き
な
決
断
を
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
逢
妻
の
構
成
員
は
七
人
。
鈴

木
さ
ん
は
、
こ
の
中
で
二
番
目
の
若
手

で
す
。
家
族
を
養
う
責
任
あ
る
立
場
で
、

し
か
も
安
定
し
た
職
か
ら
農
業
一
本
の

道
を
選
ん
だ
理
由
は
何
で
し
ょ
う
か
。

■
仕
事
帰
り
で
ま
だ
汗
の
残
る
鈴
木
さ

ん
は
言
い
ま
す
。「
こ
の
法
人
の
立
ち
上

げ
当
初
か
ら
関
っ
て
き
た
が
、
構
成
員

の
高
齢
化
も
あ
り
、
今
後
の
対
応
が
課

題
で
も
あ
っ
た
。
支
援
す
る
の
と
当
事

者
で
行
う
の
は
随
分
違
う
。
転
職
の
決

め
手
は
、
何
と
言
っ
て
も
や
り
が
い
の

あ
る
仕
事
だ
か
ら
だ
。
や
れ
ば
や
っ
た

だ
け
成
果
が
自
分
に
返
っ
て
く
る
。
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
に
は
無
い
魅
力
を
感
じ
た
。

仕
事
量
に
経
験
を
加
味
し
た
「
従
事
分

量
配
当
制
」
で
あ
る
が
、
構
成
員
が
少

な
い
の
で
、
や
れ
ば
や
っ
た
だ
け
自
分

に
跳
ね
返
っ
て
く
る
。
そ
れ
と
仕
事
仲

間
が
本
当
に
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
が
良
く
楽
し
い
。
僕
よ
り
前
に
、

少
し
若
い
同
じ
元
農
協
職
員
の
菅
沼
君

が
構
成
員
に
な
っ
て
い
た
の
も
心
強

か
っ
た
。
将
来
の
完
全
な
保
証
は
な
い
が
、

や
り
が
い
と
夢
、
そ
し
て
収
入
も
ま
あ

ま
あ
で
あ
る
こ
と
が
こ
の
道
に
飛
び
込

ん
だ
理
由
か
な････

。」
と
、
屈
託
な
く

話
し
て
く
れ
ま
す
。

■
創
設
時
か
ら
の
構
成
員
で
、
法
人
の

中
心
的
存
在
で
あ
る
代
表
理
事
の
杉
本

守
治
さ
ん
は
「
第
一
線
で
働
い
て
い
る

彼
を
受
け
入
れ
る
と
き
、
本
当
に
こ
れ
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で
良
い
の
か
な
と
悩
ん
だ
。
人
一
人
の

将
来
に
責
任
が
あ
る
事
で
あ
り
、
肩
に

重
い
も
の
を
感
じ
た
。
し
か
し
、
彼
の

存
在
が
法
人
の
明
日
を
担
う
も
の
で
あ

り
、
今
後
の
経
営
に
よ
り
真
摯
に
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
る
。」
と
目
を
細
め
て

話
す
表
情
に
は
、
喜
び
と
大
き
な
期
待

が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

■
経
営
は
、
米
・
麦
・
大
豆
が
基
盤
と

の
こ
と
。
米
は
箱
苗
に
よ
る
田
植
え
、

麦
は
筋
蒔
き
で
、
全
て
ご
く
普
通
の
方

法
で
や
っ
て
い
ま
す
。「
新
規
の
栽
培
方

法
で
年
間
就
労
体
制
の
平
均
化
や
コ
ス

ト
の
削
減
も
考
え
て
い
き
た
い
。
受
託

圃
場
は
農
協
と
協
力
し
て
円
滑
に
広
げ

て
い
き
た
い
。
中
山
間
地
や
平
地
部
の

狭
小
な
圃
場
も
受
託
し
て
い
る
が
、
心

を
込
め
て
仕
事
を
し
、
将
来
へ
の
信
頼

に
つ
な
げ
た
い
。」
と
、
農
業
に
か
け
る

夢
と
意
欲
は
尽
き
ま
せ
ん
。（横

粂
鈞
委
員
）

構成員は全部で７人。後列（立ち）左から、鈴村さん・杉本さん（代表）・嵯峨さん・
鈴木さん・菅沼さん。前列（座り）左から、光岡さん・藤澤さん。

コンバインは全部で６台。６条刈り95馬力が
最新機種。横山町の麦圃場を5台で作業する。

●
豊
田
地
区「
農
事
組
合
法
人
逢
妻
」の
鈴
木
喜
一
郎
さ
ん

夢
あ
る
農
業
の
担
い
手
に

農
業
農
業
農
業

特
集
記
事

特
集
記
事

者

が
ん
ば
る

が
ん
ば
る

が
ん
ば
る

■逢妻の経営受託実績の推移（ha）

水稲

14

31

46

※作業受託は除く

麦

10

30

32

大豆

2

6

20

平成10年

平成15年

平成21年

■逢妻の利用権設定面積の推移（ha）

24

62

82

平成10年

平成15年

平成21年



■
イ
チ
ジ
ク
の
西
三
河
ブ
ラ
ン
ド
の
担

い
手
に
な
る
べ
く
、
成
瀬
さ
ん
が
イ
チ

ジ
ク
栽
培
を
始
め
た
の
は
、
二
年
数
か

月
前
の
二
〇
〇
七
年
四
月
。
三
十
数
年

ぶ
り
に
実
家
が
あ
る
豊
田
市
に
戻
り
ま

し
た
が
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
家
庭
で
育
ち

農
業
経
験
は
無
く
、
初
め
は
家
庭
菜
園

で
ナ
ス
や
キ
ュ
ウ
リ
、
ス
イ
カ
な
ど
の

栽
培
を
手
掛
け
ま
し
た
。

■
家
庭
菜
園
だ
け
で
は
物
足

り
な
く
、
米
を
栽
培
し
て
み

た
く
な
り
、
豊
田
市
の
農
ラ

イ
フ
創
生
セ
ン
タ
ー
の
田
畑

科
（
現
担
い
手
コ
ー
ス
新
規

就
農
科
）
の
二
期
生
と
し
て

二
年
間
、
水
稲
と
野
菜
栽
培

技
術
を
学
び
ま
し
た
。

　

い
ざ
就
農
を
す
る
段
に
な

り
、
何
を
栽
培
し
て
行
こ
う

か
と
考
え
て
い
た
と
き
に
イ

チ
ジ
ク
と
出
会
い
ま
し
た
。

■
イ
チ
ジ
ク
は
、
大
正
時
代

の
末
期
に
碧
南
市
の
一
部
の

農
家
で
導
入
さ
れ
、
昭
和
五

〜
六
年
頃
か
ら
経
営
栽
培
と

し
て
碧
南
市
と
安
城
市
で
始
ま
り
、
そ

の
後
、
西
三
河
地
方
へ
と
広
ま
っ
て
い

き
ま
し
た
。

　

昭
和
三
十
四
年
の
伊
勢
湾
台
風
の
来

襲
で
大
き
な
被
害
が
出
た
も
の
の
、
見

事
復
活
を
遂
げ
ま
し
た
。
現
在
は
、
愛

知
県
の
特
産
農
産
物
で
今
も
安
城
市
や

碧
南
市
を
中
心
に
各
地
で
栽
培
さ
れ
て

お
り
、
全
国
シ
ェ
ア
の
三
十
三
㌫
弱
を

占
め
、
第
一
位
の
産
出
額
約
二
十
六
億

円
（
平
成
十
八
年
産
：
東
海
農
政
局
資

料
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
成
瀬
さ
ん
に
イ
チ
ジ
ク
栽
培
の
面
白

さ
を
お
伺
い
し
た
と
こ
ろ
、
「
前
職

（
大
手
電
機
メ
ー
カ
ー
の
シ
ス
テ
ム
エ

ン
ジ
ニ
ア
）
と
は
違
い
、
自
分
で
育
て

た
も
の
を
販
売
で
き
る
こ
と
。
」
と
言

い
ま
す
。
野
菜
も
一
部
が
販
売
さ
れ
て

お
り
、
知
人
な
ど
か
ら
「
成
瀬
さ
ん
の

野
菜
を
食
べ
た
よ
。
」
と
声
を
掛
け
ら

れ
た
り
す
る
こ
と
が
、
前
職
に
は
無
い

無
常
の
喜
び
だ
そ
う
で
す
。

■
現
在
は
、
出
荷
品
質
基
準
に
満
た
な

い
た
め
、
食
べ
ら
れ
る
も
の
ま
で
全
て

を
廃
棄
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
新
た

な
挑
戦
と
し
て
、
そ
れ
ら
を
ジ
ャ
ム
な

ど
の
加
工
品
と
し
て
有
効
利
用
を
図
り

た
い
と
い
う
の
が
成
瀬
さ
ん
の
も
う
一

つ
の
目
標
で
も
あ
り
ま
す
。
成
瀬
さ
ん

の
挑
戦
は
、
今
日
も
続
き
ま
す
。

（
中
村
正
寿
委
員
）

●
猿
投
地
区「
新
規
就
農
３
年
目
の
農
業
者
」成
瀬
金
次
さ
ん

西
三
河
ブ
ラ
ン
ド
の
イ
チ
ジ
ク
栽
培
へ
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成瀬さん栽培のイチジク

●
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
栽
培
の
き
っ
か
け
は
？

　

「
も
と
も
と
農
業
が
好
き
で
、
以
前
は
桃

や
米
栽
培
の
農
業
法
人
で
働
い
て
い
ま
し
た
。

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
に
興
味
を
持
ち
、
日
本
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
協
会
の
研
修
会
に
参
加
し
た
こ

と
か
ら
現
在
の
杉
田
さ
ん
を
知
り
、
平
成
十

九
年
四
月
か
ら
こ
の
農
園
で
仕
事
を
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
」
と
話
す
の
は
、
橋
本
千

晶
さ
ん
。
大
学
の
農
学
部
卒
の
若
き
女
性
農

業
者
で
、
「
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
こ
み
ち
」
の

栽
培
担
当
の
柱
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
何
に
苦
労
を
し
ま
し
た
か
？

　

「
ま
だ
三
年
目
の
若
木
の
段
階
で
開
園
と

な
っ
た
の
で
、
木
の
育
成
確

保
を
し
な
が
ら
一
定
の
収
穫

量
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
事
で
す
。
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
は
秋
に
花
芽
が
で
き
る

の
で
す
が
、
冬
の
剪
定
で
無

理
の
無
い
収
穫
量
に
な
る
工

夫
、
果
樹
で
は
摘
果
に
あ
た

る
作
業
を
重
視
し
ま
し

た
。
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
す
。

ま
た
「
異
業
種
参
入
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
専
門
技
術
の

指
示
を
受
け
る
上
司
が
お
ら
ず
、
自
分
で
勉

強
と
試
行
錯
誤
を
し
な
が
ら
の
栽
培
は
、
苦

労
も
あ
り
ま
す
が
や
り
が
い
も
あ
り
ま

す
。
」
と
微
笑
み
ま
す
。

●
将
来
に
か
け
る
夢
は
？

　

こ
の
稲
武
地
区
に
は
ま
だ
十
軒
程
の
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
栽
培
農
家
が
あ
る
と
の
こ
と
。

「
こ
の
地
域
に
適
し
た
栽
培
技
術
ご
よ
み
が

で
き
た
ら
な
と
思
い
ま
す
。
他
の
農
家
と
の

情
報
交
換
等
に
よ
っ
て
、
地
域
で
の
栽
培
が

盛
ん
に
な
れ
ば
嬉
し
い
で
す
」
と
、
地
域
活

性
化
へ
の
夢
も
膨
ら
み
ま
す
。

ブルーベリー栽培に
情熱をかけて



4

農
地
の
区
域
を
確
か
め
ま
し
ょ
う

　

農
地
を
転
用
し
て
住
宅
な
ど
を
建
築

し
よ
う
と
す
る
場
合
、
そ
の
農
地
の
区

域
に
よ
っ
て
手
続
き
が
異
な
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
市
街
化
区
域
内
か
、
そ
れ
以

外
の
区
域
か
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
り

ま
す
。ま
た
、農
用
地
区
域
内
で
あ
れ
ば
、

原
則
と
し
て
転
用
が
認
め
ら
れ
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。

●
市
街
化
区
域

　

農
業
委
員
会
へ
の
届
出
を
す
れ
ば
、

転
用
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

届
出
に
は
、
申
請
書
、
登
記
簿
謄
本

（
３
か
月
以
内
の
発
行
の
原
本
）、
土
地

整
理
図
、
案
内
図
等
が
必
要
で
す
。
必

要
に
応
じ
て
、
他
の
書
類
を
提
出
い
た

だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

届
出
は
、
毎
週
火
曜
日
締
め
切
り
で
、

翌
週
に
受
理
書
を
お
渡
し
し
ま
す
。

●
市
街
化
調
整
区
域
・
そ
の
他
の
区
域

（
農
用
地
区
域
外
）

　

農
用
地
区
域
外
の
転
用
は
、
市
街
地

へ
の
近
接
度
合
い
等
を
審
査
す
る
立
地

基
準
と
農
地
転
用
の
確
実
性
等
を
審
査

す
る
一
般
基
準
に
よ
り
審
査
さ
れ
ま
す
。

　

許
可
は
愛
知
県
知
事
の
許
可
に
な
り

ま
す
。
毎
月
１
日
〜
５
日
の
間
に
必
要

書
類
を
整
え
て
、
農
業
委
員
会
へ
申
請

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
市
街
化
調
整
区
域
・
そ
の
他
の
区
域

（
農
用
地
区
域
内
）

　

農
用
地
区
域
は
、
農
業
振
興
地
域
に

関
す
る
法
律
に
基
づ
い
て
、
市
が
策
定

す
る
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
に
よ
り
、

農
用
地
と
し
て
利
用
す
べ
き
と
さ
れ
た

集
団
的
な
優
良
農
地
の
区
域
で
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
原
則
と
し
て
農
地
転

用
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
農
地
を
転
用
す
る
に
は
、

農
地
の
転
用
に
は
許
可
が
必
要
で
す
。

農
地
の
転
用
に
は
許
可
が
必
要
で
す
。

ご
相
談
・
申
請
は
豊
田
市
農
業
委
員
会
へ

ご
相
談
・
申
請
は
豊
田
市
農
業
委
員
会
へ

農
地
の
転
用
に
は
許
可
が
必
要
で
す
。

ご
相
談
・
申
請
は
豊
田
市
農
業
委
員
会
へ

　

農
地
に
家
を
建
て
た
り
、
駐
車
場
に
し
た
り
す
る
こ
と
を
農
地
転
用
と
い

　

農
地
に
家
を
建
て
た
り
、
駐
車
場
に
し
た
り
す
る
こ
と
を
農
地
転
用
と
い

い
ま
す
。
ご
自
分
の
土
地
で
あ
っ
て
も
、
自
由
に
転
用
す
る
こ
と
は
許
さ
れ

い
ま
す
。
ご
自
分
の
土
地
で
あ
っ
て
も
、
自
由
に
転
用
す
る
こ
と
は
許
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
土
地
に
よ
っ
て
、
様
々
な
基
準
が
あ
り
、
転
用
で
き
る

て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
土
地
に
よ
っ
て
、
様
々
な
基
準
が
あ
り
、
転
用
で
き
る

も
の
が
限
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

も
の
が
限
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

農
地
転
用
を
お
考
え
の
場
合
は
、
ま
ず
、
農
業
委
員
会
事
務
局
へ
ご
相
談

　

農
地
転
用
を
お
考
え
の
場
合
は
、
ま
ず
、
農
業
委
員
会
事
務
局
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

く
だ
さ
い
。

　

農
地
に
家
を
建
て
た
り
、
駐
車
場
に
し
た
り
す
る
こ
と
を
農
地
転
用
と
い

い
ま
す
。
ご
自
分
の
土
地
で
あ
っ
て
も
、
自
由
に
転
用
す
る
こ
と
は
許
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
土
地
に
よ
っ
て
、
様
々
な
基
準
が
あ
り
、
転
用
で
き
る

も
の
が
限
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

農
地
転
用
を
お
考
え
の
場
合
は
、
ま
ず
、
農
業
委
員
会
事
務
局
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

●農地転用の流れ
■市街化区域の農地

■市街化調整区域の農地
　その他の区域（農用地区域外）

※4haを超える農地

届　

出　

者

届出書提出

受理通知

許可通知

許可通知

回答協議

農業委員会

農業委員会 県知事

申　

請　

者

申請書
提　出

申　

請　

者

農
業
委
員
会

申請書
提　出 県　

知　

事

意見 農
林
水
産
大
臣

意見を付
して送付

意見を付
して送付

農林水産大臣

意見
提出

許可に付き
意見を聞く

（2ha超え4ha以下の場合）

＊
平
成
20
年

９
／
12　

農
業
委
員
会
・
職
員
等
研
修

会
参
加

９
／
22　

現
地
調
査
（
１
班
）
実
施

９
／
29　

総
会
・
農
地
部
会
開
催

10
／
27　

総
会
・
農
地
部
会
開
催

11
／
１
〜
31　

耕
作
放
棄
地
調
査
施

11
／
17　

現
地
調
査
（
２
班
）
実
施

11
／
26　

総
会
・
農
地
部
会
開
催

12
／
25　

総
会
・
農
地
部
会
開
催

＊
平
成
21
年

１
／
20　

現
地
調
査
（
３
班
）
実
施

１
／
27　

総
会
・
農
地
部
会
開
催

１
／
29
〜
30　

先
進
地
調
査
実
施
（
富

山
市
・
砺
波
市
）

２
／
19　

担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議

会
研
修
会
・
相
談
会
開
催

２
／
26　

総
会
・
農
地
部
会
開
催

３
／
19　

現
地
調
査
（
４
班
）
実
施

３
／
26　

総
会
・
農
地
部
会
開
催

３
／
30
〜
31　

農
業
委
員
親
睦
旅
行
催

４
／
27　

総
会
・
農
地
部
会
開
催

５
／
19　

現
地
調
査
（
２
班
）
実
施

５
／
25  

総
会
・
農
地
部
会
開
催

６
／
２　

緊
急
役
員
会
開
催

６
／
29　

総
会
・
農
地
部
会
開
催

７
／
28　

総
会
・
農
地
部
会
開
催

８
／
１
〜
31　

耕
作
放
棄
地
調
査
実
施

８
／
18　

現
地
調
査
（
３
班
）
実
施

８
／
26　

総
会
・
農
地
部
会
開
催

９
／
４　

農
業
委
員
会
・
職
員
等
研
修

会
参
加

農
業
委
員
会
の
歩
み

県農業会議
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農
地
転
用
許
可
に
先
立
っ
て
農
用
地
区

域
か
ら
の
除
外
手
続
き
が
必
要
で
す
。

農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
に
つい
て

　

農
用
地
区
域
内
で
農
地
転
用
を
す
る

に
は
、
ま
ず
農
用
地
区
域
か
ら
そ
の
農

地
を
除
外
し
た
上
で
、
農
地
法
の
転
用

許
可
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
通

常
、「
農
振
除
外
」
と
い
わ
れ
る
申
請

が
必
要
で
す
。

　

除
外
す
る
に
は
、①
代
替
す
べ
き
土

地
が
な
い　

②
農
業
の
効
率
的
な
利
用

に
支
障
が
及
ば
な
い　

③
土
地
改
良
等

の
有
す
る
機
能
に
支
障
が
な
い　

④
農

業
基
盤
整
備
完
了
後
八
年
を
経
過
な
ど

の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
こ
と
が
必
要

で
す
。
こ
れ
ら
の
区
域
は
、
図
面
で
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
市
役
所
農
政

課
窓
口
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
あ
わ
せ

て
農
地
転
用
許
可
の
可
能
性
等
も
必
ず

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

除
外
の
手
続
き
は
、
年
４
回
で
す
。

ま
た
、
申
請
か
ら
除
外
が
完
了
す
る
ま

で
約
五
か
月
が
必
要
で
す
。
事
前
に
ご

相
談
を
お
願
い
し
ま
す
。

農
地
転
用
が
さ
ら
に
厳
格
化
！

農
地
法
が
変
わ
り
ま
す

　

今
年
六
月
に
「
農
地
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
」
が
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
６
か
月

を
超
え
な
い
範
囲
で
施
行
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
改
正
は
、
耕
作
者
の
地
位
安

定
と
食
料
の
安
定
供
給
を
目
指
し
て
、

農
地
の
減
少
を
食
い
止
め
、
農
地
を
最

大
限
に
利
用
す
る
目
的
で
、
主
に
次
の

点
が
変
わ
り
ま
す
。

①
農
地
を
効
率
的
に
利
用
す
る
耕
作
者

の
権
利
の
取
得
を
促
進
し
ま
す
。
ま

た
、
所
有
権
や
賃
借
権
を
有
す
る
も

の
は
適
正
か
つ
効
率
的
な
利
用
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

②
農
地
の
権
利
移
動
の
規
制
を
見
直
し
、

農
業
生
産
法
人
以
外
の
法
人
で
も
条

件
を
満
た
せ
ば
農
地
を
借
り
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

③
農
地
の
賃
借
権
の
存
続
期
間
が
50
年

以
内
に
な
り
ま
す
。

④
農
地
転
用
規
制
が
厳
格
化
さ
れ
、
担

い
手
に
対
す
る
利
用
集
積
に
支
障
が

あ
る
場
合
は
、
農
用
地
区
域
か
ら
除

外
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
違
反
転
用

等
の
罰
金
は
法
人
で
１
億
円
、
個
人

300
万
円
に
な
り
罰
則
が
強
化
さ
れ
る

と
と
も
に
、
違
反
転
用
に
か
か
る
行

政
代
執
行
制
度
が
整
備
さ
れ
ま
す
。

⑤
農
地
を
利
用
権
設
定
な
ど
に
よ
っ
て

第
三
者
に
貸
し
付
け
て
も
、
相
続
税

の
納
税
猶
予
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
農
地
が
さ
ら
に
貸
し
や
す
く
、

借
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

⑥
農
地
の
面
的
集
積
が
促
進
さ
れ
ま
す
。

⑦
遊
休
農
地
対
策
が
強
化
さ
れ
ま
す
。

お
問
合
せ
は

　

農
地
転
用
等
に
関
す
る
お
問
合
せ
は
、

農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
（
市
役
所
農

政
課
内
・
℡
34―

６
６
３
９
）
へ
お
願

い
し
ま
す
。

図面上の黄色部分が農用地

農
地
の
転
用
に
は
許
可
が
必
要
で
す
。

ご
相
談
・
申
請
は
豊
田
市
農
業
委
員
会
へ

　

農
地
に
家
を
建
て
た
り
、
駐
車
場
に
し
た
り
す
る
こ
と
を
農
地
転
用
と
い

い
ま
す
。
ご
自
分
の
土
地
で
あ
っ
て
も
、
自
由
に
転
用
す
る
こ
と
は
許
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
土
地
に
よ
っ
て
、
様
々
な
基
準
が
あ
り
、
転
用
で
き
る

も
の
が
限
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

農
地
転
用
を
お
考
え
の
場
合
は
、
ま
ず
、
農
業
委
員
会
事
務
局
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

豊田市の農業委員は
次の皆さんです。

【敬称略・順不同】

■農業委員に関するお問合せは
　農業委員会事務局（TEL34－6639）

地区

挙母

上郷

高岡

猿投

高橋

松平

藤岡

小原

足助

下山

旭

稲武

氏　名
光輪　龍雄
西山　修美
水野　勝彌
永田　昭一
岡田　　錞
藤井　捨和
石川　新一
谷澤　秀夫
岡田　善明
有我　康和
都築　繁雄
都築　猶之
窪田　清一
安田　稔生
花井　靖雄
加藤　宏行
杉本　　久
三宅　宏始
細井　久男
山田　静男
武田　明浩
森　　昭二
奥村八千子
森　　和子
横粂　　鈞
中根　健詞
黒野　吉明
　須　良弘
宇野　金造
中根　富文
中村　正寿
山内　昭一
枡岡　正勝
土屋　鎬示
原田　鈔治
髙橋　　鎭
加納　一範
加藤　清隆
鈴木　　博
寄田　種子
中根　清茂
荻野　正昭
二本松　讓
後藤　鋤雄
　原　克己
塚田　光生
三江　弘海

住　所
樹 木 町
平 和 町
東梅坪町
宮 上 町
常 盤 町
渡 刈 町
畝部東町
和 会 町
福 受 町
桝塚東町
桝塚東町
中　　町
清 水 町
若林西町
駒 場 町
中 根 町
上 丘 町
井 上 町
大清水町
本 徳 町
田 籾 町
成 合 町
荒 井 町
舞 木 町
保 見 町
御 立 町
水 間 町
山 中 町
中垣内町
滝 脇 町
西中山町
木 瀬 町
小原田代町

西細田町
綾 渡 町
下国谷町
怒田沢町
田 振 町
栃ノ沢町
綾 渡 町
花 沢 町
黒 坂 町
上 切 町
押 井 町
黒 田 町
押 山 町
武 節 町



 

イ
ノ
シ
シ
の
被
害
の
現
状

　

近
年
、
中
山
間
地
域
の
農
家
を
大
変

苦
し
め
て
い
る
の
が
野
生
獣
類
、
特
に

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害
で
す
。

　

市
農
政
課
が
平
成
二
十
年
、
市
内
の

農
家
を
対
象
に
実
施
し
た
「
豊
田
市
鳥

獣
被
害
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
よ
る
と
、
イ

ノ
シ
シ
の
被
害
件
数
は
、
一
、
九
二
五

件
、
被
害
面
積
四
〇
・
三
六
㌶
、
被
害

金
額
三
千
三
百
万
円
余
で
す
。

　

作
物
の
被
害
状
況
は
、
水
稲
が
一
番

多
く
、
野
菜
・
サ
ツ
マ
イ
モ
等
の
作
物

が
全
般
的
に
被
害
を
受
け
て
い
る
こ
と

が
判
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、
農
作
物
以

外
の
被
害
は
、
畦
畔
・
農
道
の
掘
起
し

が
一
番
多
く
、
一
、
五
一
七
件
で
す
。

　

次
に
、
保
全
管
理
し
て
い
る
農
地
等

の
掘
起
し
が
七
六
一
件
で
す
。
さ
ら
に
、

鳥
獣
被
害
に
よ
り
耕
作
放
棄
を
し
た
農

地
面
積
は
、
平
成
二
十
年
ま
で
で
、
七

三
・
三
㌶
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明

し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
被
害
の
状
況
は
、
農
家

の
収
入
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
営
農

意
欲
を
著
し
く
損
な
う
も
の
で
す
。

 

先
駆
的
な
補
助
制
度
を
創
設

　

市
農
政
課
は
、
昨
年
度
、
全
国
的
に

も
先
駆
的
な
補
助
制
度
を
創
設

し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

「
緊
急
野
生
獣
類

被
害
防
止
対

策
事
業
」

で
す
。

　

こ
の

事
業
は
、

地
域
ぐ

る
み
で

効
果
的

な
獣
類

に
よ
る

被
害
防
止

対
策
の
た

め
集
落
単
位

で
、
共
同
柵
等
を

設
置
す
る
場
合
資
材

費
の
十
分
の
九
を
補
助
す
る
制

度
で
す
。

 

補
助
事
業
の
実
施
状
況

　

こ
の
事
業
の
昨
年
度
の
実
績
は
、
農

事
組
合
を
中
心
に
四
十
九
団
体
か
ら
申

請
が
あ
り
、
四
千
七
百
万
円
余
の
補
助

金
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
共
同
柵
の
延

長
は
六
十
八
㌔
以
上
と
な
り
、
被
害
の

軽
減
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
既
に
六
十
七
団
体
か
ら

補
助
金
交
付
申
請
が
さ
れ
て
い
る
状
況

で
す
。

 

補
助
事
業
の
事
例
紹
介

山
中
町
農
事
組
合
は
、
髙
橋
地
区

の
東
部
に
位
置
す
る
戸
数

三
十
九
戸
、
人
口
百

八
十
三
人
、
田
畑

十
五
㌶
の
小
さ

な
組
合
で
す
。

　

こ
の
組

合
で
は
、

昨
年
十
一

月
か
ら
十

二
月
に
か

け
て
、
イ

ノ
シ
シ
の

防
護
柵
と
し

て
ワ
イ
ヤ
ー

メ
ッ
シ
ュ
柵
を

九
・
六
㌔
と
捕
獲
檻

三
基
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

事
業
経
過
は
、
最
初
に
勉
強
会

を
開
催
し
、
イ
ノ
シ
シ
の
特
性
、
先
進

事
例
の
研
究
、
設
置
資
材
・
設
置
方

法
・
設
置
場
所
の
検
討
が
熱
心
に
議
論

さ
れ
ま
し
た
。

　

事
業
の
目
的
は
、
①
イ
ノ
シ
シ
に
よ

る
農
作
物
の
被
害
の
な
い
町
に
す
る
、

②
家
の
近
く
に
イ
ノ
シ
シ
が
来
な
い
安

全
安
心
な
町
に
す
る
、
③
地
域
ぐ
る
み

の
共
同
作
業
に
よ
り
地
域
の
連
帯
を
一

6

層
深
め
、
生
き
が
い
を
も
っ
て
暮
ら
せ

る
町
に
す
る
た
め
で
す
。

　

事
業
の
内
容
は
、
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ

シ
ュ
柵
（
縦
一
㍍
・
横
二
㍍
）
を
鉄
筋

の
杭
（
長
さ
一
・
五
㍍
）
に
、
ス
テ
ン

レ
ス
線
に
よ
り
結
束
す
る
方
法
で
防
護

柵
を
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
捕
獲
檻

三
基
を
、
市
道
や
東
海
自
然
歩
道
に

よ
っ
て
防
護
柵
が
途
絶
え
る
と
こ
ろ
に

設
置
し
ま
し
た
。

　

当
初
、
防
護
柵
の
設
置
作
業
は
、

四
ヶ
月
か
か
る
で
あ
ろ
う
と
計
画
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
十
八
歳
の
高
校
生
か

ら
八
十
六
歳
の
お
年
寄
り
ま
で
、
男
性

も
女
性
も
文
字
ど
お
り
地
域
ぐ
る
み
の

参
加
で
作
業
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
二
ヶ
月
に
満
た
な
い
期
間
で

完
成
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
「
イ
ノ
シ
シ
対
策
事
業
の

竣
工
を
祝
う
会
」
が
二
月
十
四
日
、
区

民
会
館
に
お
い
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
国
会
議
員
、
県
会
議
員
、
市
会

議
員
、
市
副
市
長
、
産
業
部
農
政
担
当

専
門
監
を
始
め
多
く
の
来
賓
か
ら

「
あ
っ
ぱ
れ
！
お
見
事
！
」
と
心
温
ま

る
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

鈴
木
公
平
市
長
は
、
竣
工
を
祝
っ
て

「
和
気
満
講
堂
」
の
揮
毫
を
贈
ら
れ
ま

し
た
。
山
中
町
で
は
、
こ
れ
を
大
切
な

宝
物
と
し
て
子
々
孫
々
に
語
り
伝
え
て

い
き
た
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
文　

農
業
委
員　

那
須　

良
弘
）

（
画　

群
猪
遊
戯
圖　

山
口　

晃
）

山
中
町
の
地
域
ぐ
る
み
で

山
中
町
の
地
域
ぐ
る
み
で

イ
ノ
シ
シ
対
策

イ
ノ
シ
シ
対
策

山
中
町
の
地
域
ぐ
る
み
で

イ
ノ
シ
シ
対
策

地域の

話題
地域の

話題



　

昨
年
十
一
月
、
前
農
業
委
員
会
会
長

の
甲
村
茂
さ
ん
が
、
「
旭
日
単
光
章
」

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
受
章
を

祝
っ
て
、
二
月
十
一
日
に
ホ
テ
ル
豊
田

キ
ャ
ッ
ス
ル
で
祝
賀
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
祝
賀
会
の
発
起
人
に
な
っ
た
の
は
、

農
業
委
員
会
長
、
豊
田
土
地
改
良
区
理

事
長
、
あ
い
ち
豊
田
農
協
組
合
長
、
前

林
自
治
区
長
の
四
人
。

　

祝
賀
会
は
、
光
輪
農
業
委
員
会
長
が

発
起
人
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
。
市
長

や
県
会
議
員
か
ら
の
祝
辞
に
続
い
て
、

甲
村
さ
ん
が
二
十
四
年
間
の
苦
労
話
や

今
後
の
決
意
な
ど
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

甲
村
茂
さ
ん
は
、
昨
年
七
月
の
農
業

委
員
改
選
ま
で
、
八
期
二
十
四
年
の
間

農
業
委
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
一
期
を
会
長
職
務
代
理
、
五

期
を
農
業
委
員
会
長
と
し
て
、
地
域
の

農
業
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

利
用
権
と
は
、
市
町
村
が
農
地
の
貸

し
手
、
借
り
手
の
仲
介
に
関
与
し
、
安

心
し
て
賃
貸
借
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　

和
会
町
（
上
和
会
自
治
区
）
で
は
、

七
十
戸
の
農
家
の
う
ち
、
今
は
認
定
農

業
者
の
加
藤
善
之
さ
ん
一
人
が
、
町
内

四
十
㌶
の
農
地
の
七
十
㌫
を
利
用
権
設

定
等
に
よ
り
耕
作
さ
れ
て
い
ま
す
。
家

族
労
働
だ
け
で
す
が
、
生
産
調
整
制
度

に
よ
り
米
、
麦
、
大
豆
の
三
毛
作
で
労

力
の
分
散
が
で
き
、
大
型
機
械
を
使
用

し
て
耕
作
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
貸
し
手
の
一
人
で
老
人
ク
ラ

ブ
役
員
の
酒
井
鋼
治
さ
ん
は
、
労
力
に

余
裕
が
で
き
て
、
趣
味
の
家
庭
菜
園
に

力
を
入
れ
て
有
り
余
る
ほ
ど
の
野
菜
を

作
る
こ
と
が
で
き
る
そ
う
で
す
。
ク
ラ

ブ
の
仲
間
に
は
、
同
じ
よ
う
な
人
も
い

て
、
老
人
ク
ラ
ブ
で
余
っ
た
野
菜
の
青

空
市
場
を
作
れ
ば
、
親
睦
も
図
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
の
声
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
町
内
の
人
た
ち
は
、
農
道
や

排
水
路
も
含
め
て
き
ち
ん
と
管
理
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
、
集
落
の
環
境
美
化
に

も
な
る
し
、
食
の
自
給
率
向
上
と
食
の

安
全
に
も
貢
献
し
て
い
る
の
で
は
と
言

わ
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
利
用
権

設
定
の
推
進
は
、
現
在
の
農
業
に
と
っ

て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
（
谷
澤
秀
夫
委
員
）

　

豊
田
市
の
耕
作
放
棄
地
は
、
豊
田
市

全
体
の
十
七
㌫
で
す
が
、
和
会
町
（
上

和
会
自
治
区
）
で
は
、
一
㌫
と
多
く
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
は
、
相
続
等
に
よ

り
取
得
さ
れ
た
も
の
で
、
地
主
が
遠
方

の
た
め
、
管
理
が
十
分
に
行
わ
れ
て
い

な
い
も
の
が
多
く
、
小
面
積
で
す
が
耕

作
放
棄
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ど
ん
な
物
に
も
心
が
あ
り
ま
す
。
き

ち
ん
と
管
理
さ
れ
て
い
な
い
耕
作
放
棄

地
は
、
耕
作
農
地
、
工
場
用
地
、
宅
地

等
社
会
に
貢
献
し
て
い
る
土
地
に
狭
ま

れ
、
肩
身
の
狭
い
存
在
と
な
っ
て
い
ま

す
。
耕
作
放
棄
地
の
傍
に
立
つ
と
、

「
何
と
か
し
て
く
れ
」
と
い
う
泣
き
声

が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

　

耕
作
放
棄
地
は
、
雑
草
が
大
き
く
茂

り
、
犯
罪
、
火
災
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
鼠
な
ど
有
害
生
物
が
発
生
し
て
、

近
隣
の
家
庭
や
農
作
物
に
被
害
を
与
え

ま
す
。
町
内
を
自
主
防
犯
で
巡
回
し
て

み
え
る
方
々
も
、
こ
の
耕
作
放
棄
地
を

眺
め
て
嘆
い
て
み
え
ま
す
。
勝
手
に
管

理
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
何
か
よ
い
方

法
は
な
い
も
の
か
と
言
わ
れ
ま
す
。
町

内
の
人
達
も
同
様
な
気
持
ち
で
、
町
内

の
環
境
美
化
活
動
の
と
き
に
、
こ
の
話

題
が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

耕
作
放
棄
地
を
な
く
す
に
は
、
い
ろ

い
ろ
な
法
的
制
限
が
あ
り
、
難
し
い
こ

と
で
す
が
、
農
地
以
外
と
し
て
の
取
扱

に
す
る
、
利
用
権
設
定
へ
誘
導
を
す
る

等
、
い
ろ
ん
な
手
段
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

耕
作
放
棄
地
を
少
な
く
す
れ
ば
、
地
域

の
良
好
な
環
境
と
食
糧
の
自
給
率
向
上

に
、
役
立
つ
も
の
と
思
い
ま
す
。

（
谷
澤
秀
夫
委
員
）

甲
村
茂
前
会
長
に
叙
勲

甲
村
茂
前
会
長
に
叙
勲

受
章
祝
賀
会
を
開
催

受
章
祝
賀
会
を
開
催

甲
村
茂
前
会
長
に
叙
勲

受
章
祝
賀
会
を
開
催

大
き
な
役
割
を
果
た
す
利
用
権
設
定

大
き
な
役
割
を
果
た
す
利
用
権
設
定

大
き
な
役
割
を
果
た
す
利
用
権
設
定

早
期
の
耕
作
放
棄
地
対
策
を

早
期
の
耕
作
放
棄
地
対
策
を

早
期
の
耕
作
放
棄
地
対
策
を
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認定農業者に農地を集積

農地パトロールで耕作放棄地を調査

参加者を前に謝辞を述べられる甲村茂ご夫妻



ご
購
読
く
だ
さ
い

全
国
農
業
新
聞

　

全
国
農
業
新
聞
は
、
毎
週
金
曜
日
発
刊

の
新
聞
で
農
業
の
話
題
な
ど
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
毎
日
読
む
の
は
大
変
、
一
か

月
だ
と
遅
い
と
思
わ
れ
る
皆
さ
ん
に
ぴ
っ

た
り
の
新
聞
で
す
。

　

全
国
農
業
新
聞
の
特
徴
は
次
の
と
お
り

で
す
。

①
分
か
り
や
す
い
農
業
・
農
政
の
解
説

②
み
ん
な
知
り
た
い
経
営
・
流
通
の
最
新

　

ま
た
、
今
後
の
解
消
計
画
等
に
つ
い
て
、

皆
様
の
ご
意
見
を
伺
う
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

豊
田
市
農
業
委
員
会
事
務
局

（
℡
34―

６
６
３
９
）

農
地
基
本
台
帳
の
記
入
は
正
確
に

　

毎
年
、
八
月
一
日
付
で
「
農
地
基
本
台

帳
」
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
記
入

に
当
た
っ
て
次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
ご
注
意　

各
農
地
の
「
利
用
状
況
」
は

必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
ご
記
入
が
な
い

と
、
農
家
証
明
が
出
な
か
っ
た
り
、
農
地

を
取
得
し
よ
う
と
し
て
も
経
営
面
積
が
不

足
し
た
り
す
る
事
態
に
も
な
り
ま
す
。

　

ご
記
入
は
正
確
に
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

豊
田
市
農
業
委
員
会
事
務
局

（
℡
34―

６
６
３
９
）

　

新
編
集
委
員
に
な
っ
て
最
初
の
委
員
会
だ
よ

り
と
な
る
第
四
号
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
期
、
各
地
区
か
ら
選
出
さ
れ
た
編
集

委
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
広
報
活
動
の
経
験
豊
か

な
方
が
多
く
、
第
三
号
ま
で
の
内
容
を
基
に
打

ち
合
わ
せ
や
取
材
を
重
ね
、
内
容
も
体
裁
も
充

実
し
た
も
の
が
出
来
上
が
っ
た
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
か
ら
の
ご
意

見
・
ご
要
望
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
事
務
局
へ

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
お
近
く
で
の
農
業

に
関
す
る
話
題
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。   

（
編
集
委
員
長　

都
築
猶
之
）

編
集
後
記

8

情
報
が
満
載

③
く
ら
し
と
地
域
に
活
力
を

④
女
性
の
元
気
を
応
援

⑤
文
字
が
大
き
く
読
み
や
す
い

■
購
読
料　

月
600
円

■
申
込
み　

豊
田
市
農
業
委
員
会
事
務
局

（
℡
34―
６
６
３
９
）

担
い
手
の
積
み
立
て
年
金

農
業
者
年
金
の
お
勧
め

　

農
業
者
の
皆
さ
ん
に
将
来
の
安
心
を
お

届
け
す
る
農
業
者
年
金
に
ご
加
入
さ
れ
て

い
ま
す
か
？　

農
業
者
年
金
は
、
加
入

者
・
受
給
者
数
に
左
右
さ
れ
に
く
い
積
み

立
て
方
式
（
確
定
拠
出
型
）
の
公
的
年
金

で
す
。
貯
金
す
る
感
覚
で
加
入
で
き
、
税

制
面
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

■
加
入
で
き
る
人　

①
60
歳
未
満　

②
国

民
年
金
第
１
号
被
保
険
者　

③
年
間
60
日

以
上
農
業
に
従
事
し
て
い
る
人　

以
上
の

要
件
を
満
た
す
人

※

配
偶
者
や
後
継
者
等
も
加
入
で
き
ま
す
。

■
保
険
料　

月
２
万
円
〜
６
万
７
千
円
の

間
の
千
円
単
位
で
自
由
に
保
険
料
が
選
べ
、

60
歳
に
な
る
前
月
ま
で
積
み
立
て
ら
れ
ま

す
。
加
入
・
脱
退
も
気
軽
に
で
き
ま
す
。

■
そ
の
ほ
か　

認
定
農
業
者
等
は
助
成
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
保
険
料
は
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
に
も
な
り
ま
す
。

■
お
申
込
み
・
問
合
せ　

豊
田
市
農
業
委

員
会
事
務
局（
℡
34―

６
６
３
９
）ま
た
は

あ
い
ち
豊
田
農
協
（
℡
31―

２
３
２
６
）

耕
作
放
棄
地
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

農
業
委
員
会
で
は
、
今
年
度
も
耕
作
放

棄
地
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
農
業
委

員
等
が
現
地
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

全国農業新聞は情報満載

おお
知知
らら
せせ

　私は、竹の子農家です。面積は、孟宗竹が2ha、破竹
が1．5haぐらいです。
　3月の初めから5月初めまでが孟宗竹、5月初めから6
月初めまでが破竹を、約3か月竹の子堀が続きます。問
題点は、収量が一年おきで、多い年は9,000kg，少ない
年は3,000kg，約3倍の差が有ります。
　また、近年では、猪の被害が大きく電気柵で囲った
山のみで収穫できるありさまで、小面積の山ではイノシ
シの食べ放題となっています。

（加藤清隆委員）

出荷に大わらわ！出荷に大わらわ！出荷に大わらわ！

声
農業委員の農業委員の農業委員の


